
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月７日 

学校名 福井市足羽小学校   

校長氏名  小杉 真一郎   

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 足羽地区の環境・地球の環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切にします。 

③ ごみを減らし,リサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

① 環境学習 

 ・総合的な学習や理科，家庭科の授業を中心に，水質調べをしたりリサイクル商品を作っ

たり、施設見学に行ったりすることで実態を把握し環境に優しい活動を考える。（４～

６年） 

 ・中学校区合同の清掃活動への参加（４年），学校周辺のゴミ拾い・草取りを行う。（全校） 

 ② 節電・節水の取組 

 ・照明をこまめに消す。（全校） 

 ・必要な枚数だけ印刷する。反古紙を利用する。プリンタの設定をまず反古紙専用につな

がるように基本設定をしている。（教職員） 

・委員会の活動として行っている各校舎の電気の消し忘れ,水道のしめ忘れ等を見回る点

検・呼びかけ活動を継続する。リサイクルボックスの書き損じ用紙の回収も継続して行

う。（５・６年） 

 ③ ごみ減量・リサイクルについて 

・地域のごみ分別ルールに従って分別する。（全校） 

・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携して実施する。（教職員・PTA・全校） 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ①の環境学習では，道徳や学活等の授業の中で,消しゴムやノート等の物の使い方につい

て考える場を設けることで, 資源に限りがあること，大切に使用することで長く有効に使え

ることを理解させる。（有限性） 



様式第２号                                                  （提出日）令和２年１月２２日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

 

学校名  

福井市足羽小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 足羽地区の環境・地球の環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切にします。  

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 学校・地域の環境学習について 

 ・家庭科では、効率的なエネルギーの利用の仕方を学習し、学校生活や長期休み等にクー

ラーの設定温度や窓の開閉をすること、植物の利用等の実践を行いました。（５・６年） 

 ・クリーンセンター、浄水場を見学し、ごみを処理するための工夫や水の浄化について学

び、自分達ができることについて考えました。（４年生） 

 ・中学校区合同の清掃活動への参加、学校周辺のごみ拾い・落ち 

葉はきを行いました。（４年生、全校、育成会） 

② 節電・節水の取組 

 ・学級の係活動として教室を空ける場合には電気を消すことや、 

はみがき・手洗い時に水を出しっぱなしにしない等児童一人一人が気をつけています。

委員会活動でも呼びかけをしています。 

③ ごみを減らす取組 

・地域のごみ分別ルールに従って分別しています。習字等の書き 

汚しや残ったプリントは資源ごみとして、牛乳パックも小さく 

たたんで回収しています。 

 ・生活科では、廃材を利用したおもちゃ作りをし、園小交流での時間に利用しています。 

 ・古紙や段ボール等の回収を年３回行なったりベルマークを集めたりして、鉛筆削りやＣ

Ｄラジカセを購入し児童に還元しています。（ＰＴＡ） 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ①の環境学習では、年間通して全学年で筆箱の中身のチェックをし、必要な鉛筆や消しゴ

ムをそろえることを指導しました。ノートも含め無駄なく文具を使うことで、資源を大切に

使うことの意識づけをしました。（有限性） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 係や委員会活動として長年位置づけていることで、児童のごみを減らす行為が自然

に身についてきていると感じます。 

② 環境学習として実体験させることは、児童の環境への理解や主体的に関わることの

大切さにつながっています。 

【改善点】 

・係や委員会だからではなく、一人一人が高い意識をもってごみの削減やエネルギー

の使い方ができるよう、学年に合わせた取組を工夫したいです。 

 

 


